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平成25年度　決算

主要プロジェクト　着実なあゆみ



　

平
成
25
年
度
決
算
の
特

徴
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
実
質
単
年
度
収
支
は
１

億
９
３
３
３
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。
財
政
調
整
基

金
へ
１
億
１
９
万
円
を
積

み
立
て
、
基
金
残
高
は
７

億
１
７
７
５
万
円
と
な
っ

た
。

②
最
大
財
源
の
地
方
交
付

税
は
、
置
賜
広
域
病
院
組

合
分
を
差
し
引
い
た
本
町

純
粋
分
35
億
７
４
３
万
円
、

前
年
度
比
３
８
５
１
万
円

の
減
額
と
な
り
、
今
後
の

推
移
が
気
に
か
か
る
。

③
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

く
財
政
指
標
は
、
国
の
指

標
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

④
第
５
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
３
年
目
に
あ

た
り
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
「
地
域
づ
く
り

活
性
化
」「
６
次
産
業
化

推
進
」「
交
流
基
盤
確
立
」

の
推
進
の
た
め
の
事
業
や
、

子
育
て
支
援
の
強
化
、
小

学
校
耐
震
化
事
業
に
重
点

を
置
き
、
着
実
な
歩
み
を

進
め
て
い
る
。

平成25年度主な事業

①主要プロジェクト

　　協働のまちづくり推進事業 1262万円

　　６次産業化推進事業 699万円

　　里のくらし大学校運営事業 922万円

②子育て支援医療 5180万円

③小松小学校耐震化事業 8億7628万円

④旧二中施設整備事業 5275万円

 基金の残高　

財政調整基金 町債管理基金

平成
24年度 6億1755万円 2億18万円

平成
25年度 7億1775万円 2億4271万円
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９
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億
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３
０
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万
円

９
６
億
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１
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６
万
円

24
年
度
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０
４
億
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円
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０
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０
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円

ダリヤ園で行われたフラワーアレンジメント　観光を拠点とした交流に期待

９ 月
定例会

　

９
月
定
例
会
が
９
月
２
日
か
ら
19
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
に
、
財
政
健
全
化
法
に
か
か
る
報
告
２
件
の
後
、
損
害

賠
償
１
件
を
可
決
、
条
例
５
件
、
平
成
26
年
度
会
計
補
正
予
算
６
件

を
一
括
上
程
し
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
、
ま
た
平
成

25
年
度
会
計
決
算
認
定
７
件
、
過
疎
自
立
促
進
計
画
の
変
更
１
件
を

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
農
政
問
題
等

を
取
り
上
げ
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

第
３
日
目
以
降
、
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
、
決
算
特
別

委
員
会
分
科
会
を
開
催
し
、
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
副
町
長
の
選
任
、
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
、
付
託

し
た
条
例
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定
を
原
案
通
り
可
決
し
、
浴
浴
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
を
可
決
し
ま
し
た
。
請
願
３

件
の
審
査
報
告
の
後
、
意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
．

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
２
人
で
し
た
。

９月定例会の
あらましさ

ら
に
積
み
増
し 

最
高
額

財
政
調
整
基
金

主要プロジェクト 着実なあゆみ平成
25年度
決　算

地方交付税の推移（置賜広域病院組合分を除く本町純枠分）町債（借入金）の推移

ここが知りたい
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平成25年度各会計決算の議決状況
会　計　別 歳　　入 歳　　出 議決の内容

一 般 会 計 105億9301万円 　102億9807万円 全員賛成により認定

国民健康保険事業特別会計 　19億2523万円 　18億5188万円 全員賛成により認定

下 水 道 事 業 特 別 会 計 　　5億6828万円 　　5億5515万円 全員賛成により認定

農業集落排水事業特別会計 　　　　8486万円 　　　　7796万円 全員賛成により認定

介護保険事業特別会計 　16億8201万円 　16億7022万円 全員賛成により認定

後期高齢者医療特別会計 　　1億6639万円 　　1億6490円 全員賛成により認定

水道事業会計
※1収益的 5億0915万円 　　4億8248万円

全員賛成により認定
資本的 ※28145万円 　2億2316万円

※1「収益的」収支は水道水給水の収入と支出。「資本的」収支は水道施設に係る収入と支出
※2　不足する1億4171万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補てんした。

財政指標　　平成25年度一般会計等健全化判断比率

―

実質赤字比率

（一般会計の赤字
額が※3標準財政規
模に占める割合）

連結実質赤字比率

（全会計の実質赤
字額が標準財政規
模に占める割合）

実質公債費比率

（全会計の償還額
が標準財政規模に
占める割合）

将来負担比率

（将来一般会計か
ら負担されると想
定される金額等が
標準財政規模に占
める割合）

公営企業会計に係る
資金不足比率

（資金不足の額が
事業規模に占める
割合）

川　西　町 0% 0% 11.70% 127.90% 0%

国
早期健全 14.32% 19.32% 25.00% 350% 20.00%

財政再建 20.00% 30.00% 35.00% － －

※３　標準財政規模　標準的な税収、地方交付税、地方譲与税等自由に使える財源の標準的な規模を表す。
　　　平成25年度の本町標準財政規模は62億8277万9千円。

歳　入

地方交付税 47億8579万円（45.1%）
町債（借入金）15億1013万円（14.3%）

国庫支出金
　13億9248万円（13.1%）

町税
　13億5723万円
　（12.8%）

県支出金
　5億4740万円
　（5.2%）

諸収入
　2億4973万円（2.4%）

繰越金
　1億9677万円（1.9%）

地方消費税交付金
　1億4133万円（1.3%） 

地方譲与税
　1億3382万円（1.3%）

使用料及び手数料
　7464万円（0.7%）

財産収入 6388万円（0.6%）
分担金及び負担金
　5315万円（0.5%）
自動車取得税交付金
　　3844万円（0.4%）
繰入金 1262万円（0.1%）
ゴルフ場利用税交付金
　　　843万円（0.1%）
寄附金
　　763万円（0.1%）

歳　出

普通建設事業費
　22億3009万円
　（21.7%）

人件費 15億7766万円（15.3%）

公債費
（借入返済金）
　9億8648万円
　（9.6%）

繰出金
　9億6059万円
　（9.3%）

物件費 10億1858万円（9.9%）

扶助費
　8億3633万円
　（8.1%）

維持補修費 2億3629万円（2.3%） 
積立金 1億9106万円（1.9%）
投資・出資金・貸付金 1億6914円（1.6%）

補助費等
　20億8009万円
　（20.2%） 

災害復旧事業費 1171万円（0.1%）髙
橋
各
会
計
の
決
算
を

合
わ
せ
る
と
、
未

収
金
は
３
億
３
０
０
０
万

円
、
不
能
欠
損
は
５
６
０

０
万
円
と
多
額
で
あ
る
。

強
力
な
対
策
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長
納
税
は
町
民
の
義

務
で
あ
り
、
未
収

対
策
と
し
て
徴
収
員
に
よ

佐
々
木

町
債
（
借
入
金
）

残
高
が
増
加
し
て

い
る
が
、
今
後
の
財
政
見

通
し
は
ど
う
な
の
か
。

企
画
財

政
課
長

今
後
の
投
資
的
事

業
に
よ
り
、
平
成

28
～
30
年
は
公
債
費
比
率

が
高
く
な
る
。
毎
年
財
政

計
画
を
立
て
、
財
政
規
律

を
守
っ
て
い
く
。

る
督
励
を
行
っ
て
い
る
。

収
納
率
を
上
げ
る
こ
と
が

課
題
だ
。

税
務
収

納
課
長

時
効
を
迎
え
た
も

の
や
、
無
財
産
、

相
続
放
棄
な
ど
の
事
由
に

よ
っ
て
徴
収
が
困
難
な
も

の
を
不
能
欠
損
と
し
て
い

る
。
不
誠
実
な
人
に
は
、

厳
し
く
対
応
し
て
い
る
。

佐
々
木

診
療
所
、
保
育
所
、

庁
舎
、
中
央
公
民

館
の
改
築
な
ど
投
資
的
事

業
が
続
く
。
過
疎
債
を
ど

う
活
用
す
る
か
。

企
画
財

政
課
長

平
成
27
年
ま
で
の

過
疎
法
が
改
正
に

よ
っ
て
32
年
ま
で
延
長
さ

れ
る
。
有
利
な
起
債
を
活

用
し
た
い
。

町
債
残
高
は
増
加
傾
向

歳入  105億9301万円
一般会計決算

決　算
審　議

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
２
分
科
会
で
構
成
さ
れ
、
一
般
会
計
な
ど
７
会
計
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
総
括
質
疑
、
分
科
会
審
議
で
の
質
疑
、
町
長
に
対
す
る
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

決　算

審　議【歳入決算構成】

【歳出決算構成（性質別）】

歳出  102億9807万円

総

括

質

疑
佐
々
木
賢
一
議
員

財
政
規
律
ど
う
守
る髙

　
橋
　
　
忠
議
員

未
収
金
対
策
に
本
腰
を

（4）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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問

消
防
団
員
の
定
数

は
確
保
さ
れ
て
い

る
の
か
。
待
遇
の
改
善
な

問

非
常
勤
特
別
職
で

あ
る
農
事
実
行
組

合
長
だ
が
、
多
く
は
回
り

番
で
就
任
し
、
実
際
に
農

業
に
従
事
し
な
い
方
も
少

く
な
い
。
米
政
策
を
は
じ

め
と
す
る
大
き
な
農
政
改

革
の
中
で
、
集
落
の
意
見

を
と
り
ま
と
め
、
実
務
を

行
う
こ
と
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
農
家
も
多
い
。

産
業
振

興
課
長

確
か
に
各
集
落
の

農
事
実
行
組
合
の

中
に
は
、
農
家
戸
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
組
織
と

し
て
弱
体
化
し
て
い
る
例

も
あ
り
、
合
併
や
再
編
な

ど
の
方
策
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。

意
見

農
事
実
行
組
合
の

あ
り
方
に
つ
い
て

時
代
と
実
態
を
見
据
え
た

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問

前
回
の
決
算
の
審

査
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
助
成
の
充
実
が
指

摘
さ
れ
て
い
た
が
。

健
康
福

祉
課
長

組
織
拡
充
事
業
補

助
金
を
新
設
し
た

が
、
一
定
の
成
果
が
得
ら

れ
る
に
は
少
し
時
間
が
か

か
る
と
考
え
て
い
る
。

問

ジ

※

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
啓
発

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
か
。

健
康
福

祉
課
長

健
康
教
室
な
ど
に

お
い
て
、
健
康
づ

く
り
の
指
導
と
と
も
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
推
奨
も

行
っ
て
お
り
、
普
及
度
合

い
は
ほ
ぼ
県
平
均
程
度
で

あ
る
。

問

間
も
な
く
大
規
模

改
修
が
行
わ
れ
る

浴
々
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
だ

が
、
累
積
債
務
も
あ
り
、

再
出
発
に
は
何
か
と
課
題

も
多
い
の
で
は
。

産
業
振

興
課
長

改
修
終
了
時
点
で

運
営
方
針
の
見
直

し
と
指
定
管
理
料
の
改
定

を
行
う
こ
と
と
な
る
。

意
見

累
積
債
務
の
早
期

解
消
と
、
負
担
軽

減
に
向
け
た
支
援
策
を
研

究
し
、
施
設
の
健
全
経
営

に
努
め
ら
れ
た
い
。

問

介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
の
任
意
事

業
の
展
開
の
実
態
は
。

健
康
福

祉
課
長

在
宅
介
護
に
お
け

る
家
族
介
護
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

家
族
介
護
者
交
流
事
業
や

緊
急
時
の
介
護
支
援
に
努

め
て
お
り
、
今
後
も
介
護

す
る
側
・
さ
れ
る
側
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援

の
充
実
を
図
る
。

問

水
道
事
業
特
別
会

計
は
、
現
在
経
営

健
全
化
計
画
の
途
上
に
あ

る
。
水
道
事
業
に
関
し
て

は
、
単
年
度
の
決
算
状
況

の
説
明
だ
け
で
な
く
、
経

営
健
全
化
計
画
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
も
説
明
す
べ

き
で
あ
る
。

地
域
整

備
課
長

さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
と
ら
え
て
、
指

摘
の
よ
う
に
し
た
い
。

産業厚生
第 ２

分科会

総務文教
第 １

分科会

※ジェネリック医薬品：有効成分特許が切れた薬を他の製薬会社が同じ成分で
作った薬。新薬に比べて安価。

※EM菌：琉球大学比嘉照夫教授が80種の微生物を培養してつくった土壌改良剤。
悪臭除去や水質浄化に効果がある。

ど
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

総
務

課
長
交
付
金
の
単
価
計

算
と
、
出
動
手
当

な
ど
を
加
味
す
る
自
治
体

の
報
酬
支
給
の
方
式
が
異

な
る
た
め
、
単
純
な
比
較

は
難
し
い
が
、
引
き
上
げ

を
含
め
検
討
を
行
う
。
定

数
確
保
に
つ
い
て
は
、
団

員
の
勤
務
先
で
あ
る
企
業

に
理
解
を
求
め
る
た
め
に
、

訪
問
活
動
等
を
実
施
す
る

な
ど
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

意
見

報
酬
な
ど
処
遇
改

善
も
必
要
だ
が
、

団
活
動
全
体
の
活
性
化
に

も
配
慮
す
る
よ
う
に
。

問

ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
委
員
の
負
担

が
大
変
大
き
い
と
い
う
話

だ
が
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

25
年
度
中
は
、
全

体
会
が
３
回
、
小

委
員
会
が
17
回
開
催
さ
れ

て
い
る
。
実
際
、
大
変
な

苦
労
を
か
け
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

意
見

次
期
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
て
も

力
を
借
り
る
機
会
が
増
え

る
。
委
員
の
負
担
を
軽
減

し
、
他
に
も
各
層
か
ら
広

範
な
意
見
を
聴
取
す
る
仕

組
み
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。問

川
西
町
ま
ち
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
に

認
定
さ
れ
た
方
た
ち
の
活

動
は
具
体
的
に
ど
ん
な
も

の
か
。

ま
ち
づ
く

り
課
長

修
了
後
に
地
域
な

ど
で
各
般
に
わ
た

り
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
。

意
見

せ
っ
か
く
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
し

て
い
た
だ
く
場
の
創
設
が

必
要
で
あ
る
。

問

Ｅ

※

Ｍ
菌
の
小
学
校

プ
ー
ル
へ
の
投
入

効
果
は
。

教
育
総

務
課
長

透
明
度
の
向
上
や

汚
れ
が
減
少
し
、

清
掃
時
の
負
担
減
な
ど
の

効
果
が
表
れ
て
い
る
。
従

来
の
消
毒
薬
な
ど
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か

ら
、
環
境
保
全
に
も
役

立
っ
て
い
る
と
思
う
。

問

不
登
校
の
実
態
と

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

設
置
の
実
情
は
。

教
育
総

務
課
長

25
年
度
中
、
病
欠

な
ど
を
除
い
て
年

間
30
日
以
上
欠
席
し
た
児

童
生
徒
は
、
小
学
校
で
は

ゼ
ロ
、
中
学
校
で
は
15
人

で
あ
る
。
ま
た
、
相
談
室

や
保
健
室
登
校
の
生
徒
数

は
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
な

い
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

利
用
者
は
３
人
お
り
、
学

習
指
導
や
生
活
指
導
を
行

い
、
学
校
復
帰
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
た
。

問

現
年
度
で
不
納
欠

損
処
分
を
行
っ
た

町
税
が
あ
る
が
ど
う
い
う

訳
か
。

税
務
収

納
課
長

解
散
し
た
法
人
の

滞
納
金
で
あ
る
。

地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り

滞
納
処
分
執
行
停
止
後
、

た
だ
ち
に
不
納
欠
損
扱
い

と
し
た
。

団活動の新しい魅力づくりがかかせない実行組合のあり方も変わるか

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

介護保険給付費実績推移表億円

平
成
12
年
度

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
度

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

決　算

審　議

団
員
の
確
保
と
活
性
化
に
努
め
よ

農事実行組合のあり方を検討せよ

消
防
団
は
防
災
の
大
切
な
ヒ
ト
資
源

農政改革に即応できる組織に
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問

25
年
３
月
に
「
川

西
町
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
が
制
定
さ
れ
、
25
年

度
決
算
で
は
、
危
険
空
き

家
の
倒
壊
対
策
１
件
、
除

排
雪
１
件
が
支
出
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
公
費
支

出
で
あ
り
、
２
０
０
件
を

超
え
る
空
き
家
の
実
態
を

考
え
る
と
、
近
く
巨
額
な

予
算
を
必
要
と
す
る
時
期

が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

条
例
で
は
、
所

有
者
に
適
正
な

管
理
を
義
務
付
け
、
実
態

調
査
を
踏
ま
え
所
有
者
に

助
言
・
指
導
・
勧
告
・
命

令
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

従
わ
な
い
場
合
は
氏
名
等

の
公
表
を
す
る
と
定
め
て

い
る
。
今
回
の
対
応
は
同

条
例
に
よ
る
応
急
措
置
で

あ
る
。

　

し
か
し
物
件
は
あ
く
ま

で
個
人
財
産
で
あ
り
、
国

の
法
整
備
を
待
つ
し
か
な

く
、
県
・
国
へ
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

意
見

応
急
措
置
を
講
じ

る
際
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
定
す
る
こ
と
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
な

ど
対
策
の
実
効
性
を
求
め

る
。
併
せ
て
、
早
急
な
法

整
備
の
実
現
に
向
け
て
要

請
活
動
を
強
化
さ
れ
た
い
。

問

先
頃
、
６
次
産
業

化
事
業
拠
点
施
設

の
基
本
設
計
が
示
さ
れ
た

が
、
運
営
計
画
、
営
業
プ

ラ
ン
が
提
示
さ
れ
て
い
な

い
。
箱
モ
ノ
だ
け
が
先
行

し
て
い
く
と
い
う
印
象
だ

が
。

町
長

拠
点
施
設
は
、

28
年
３
月
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
進
め
て

い
る
。

　

運
営
主
体
は
、
新
た
な

組
織
を
立
ち
上
げ
指
定
管

理
に
よ
る
委
託
を
行
う
が
、

広
く
出
資
を
募
る
方
向
を

含
め
、
組
織
の
具
体
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

直
売
部
門
で
は
、
町
内

の
直
売
所
と
も
連
携
を
図

り
、
拠
点
施
設
へ
の
参
加

を
促
す
と
と
も
に
商
品
の

交
流
も
進
め
た
い
。

　

冬
期
間
の
品
揃
え
に
課

題
が
残
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
対
策
を
進
め
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
は
、

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
型
を
計

画
し
て
い
る
が
、
近
隣
施

設
と
の
差
別
化
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

意
見

運
営
主
体
を
早
期

に
立
ち
上
げ
、
そ

の
営
業
プ
ラ
ン
を
軸
に
実

施
設
計
を
行
う
べ
き
で
あ

り
、
町
は
施
設
の
魅
力
を

醸
成
す
る
こ
と
に
努
め
よ
。

　

高
山
地
区
の
延
長
１
０

０
メ
ー
ト
ル
程
の
狭
い
生

活
道
路
を
舗
装
す
る
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
、
可
決

さ
れ
た
。
金
額
は
１
５
０

万
円
。

　

し
か
し
、
担
当
課
の
机

上
に
は
各
地
域
か
ら
の
要

望
書
の
類
が
依
然
と
し
て

山
積
み
で
あ
る
。

　

な
ぜ
そ
れ
が
急
に
実
現

の
運
び
と
な
っ
た
か
。

　

予
算
委
員
会
に
は
、
二

つ
の
常
任
委
員
会
を
単
位

と
す
る
分
科
会
が
置
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
審
査
中
の
質
疑

応
答
が
主
査
報
告
書
と
な

り
、
全
体
会
で
再
審
査
さ

れ
る
と
い
う
手
順
で
あ
る
。

９
月
議
会
の
第
二
分
科
会

よ
り
次
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。「
道
路
新
設
改
良
費

中
」
と
題
し
て
「
地
元
と

の
協
働
作
業
に
よ
り
効
率

的
効
果
的
に
整
備
し
て
い

る
旨
の
説
明
を
受
け
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

高
山
地
区
資
源
保
全
隊

が
改
修
し
た
用
排
水
路
に

沿
う
生
活
道
路
。
す
で
に

路
肩
は
完
成
し
て
お
り
、

舗
装
が
な
さ
れ
れ
ば
事
業

は
完
成
す
る
。
地
元
と
の

協
働
に
よ
っ
て
の
文
言
が

議
会
で
評
価
さ
れ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

平成２6年度補正予算の主な内容
 （ 歳　出 ）
広域病院の負担金 △2381万円
プレミアム商品券 300万円
除雪関連費 6150万円
合併処理浄化槽補助 511万円
ふるさとづくり基金積立金 190万円
町債管理基金積立金 2000万円
 （ 歳　入 ）
地方交付税 8273万円
財政調整基からの繰入 △１億4843万円
町債管理基金からの繰入 △8000万円
町債 1536万円

会計別 歳入歳出合計 議決の内容

一般会計（第３号）
97億8234万円

（6982万円を追加補正）
賛成多数により
可決（反対１）

国民健康保険特別
会計（第１号）

19億7973万円
（7085万円を追加補正）

全員賛成により
可決

下水道特別会計
（第１号）

5億6260万円
（61万円を追加補正）

全員賛成により
可決

農業集落排水特別
会計（第１号）

8677万円
（178万円を追加補正）

全員賛成により
可決

介護保険特別会計
（第２号）

17億4583万円
（３万円を追加補正）

全員賛成により
可決

後期高齢者医療特
別会計（第１号）

1億5591万円
（175万円を追加補正）

全員賛成により
可決

こうなる前に管理の徹底で有効活用へ

期待される人気の直売所（雁境農園）

住民との「協働」で整備される町道

町長に聞く
　平成26年度の決算について、特に政策的
なことを町長にたずねました。

６
次
拠
点　
運
営
主
体
を
早
急
に

実
効
性
の
あ
る
空
き
家
対
策
を
進
め
よ

　

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号
が
、
賛
成
多
数
（
反
対
１
）
で
可
決
さ
れ
た
。

　

例
年
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
の
冬
の
除
雪
費
は
、
今
回
の
補
正
で
総
額
１
億
５
０

０
０
万
円
と
な
る
。
そ
の
他
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
寄
付
金
の
増
を
見
込
ん
だ
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
へ
の
積
立
て
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

高
山
地
区
生
活
道
路
改
修
に
１
５
０
万
円

地
域
も
町
も
と
も
に
力
を
合
わ
せ

平成26年度 各会計補正予算
補　正

予　算
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斉
藤

平
成
28
年
か
ら
、

社
会
福
祉
法
人
・

山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団

「
総
合
コ
ロ
ニ
ー
希
望
が

丘
」
が
、
県
の
運
営
か
ら

離
れ
、
自
主
経
営
と
な
る
。

　

事
業
団
は
、
県
の
支
援

を
受
け
る
た
め
「
将
来
構

想
・
実
行
計
画
」
を
作
成

す
る
。
そ
こ
で
40
年
間
コ

ロ
ニ
ー
と
共
生
し
て
き
た

本
町
と
し
て
は
、
早
急
に

協
議
の
場
を
設
定
し
、
コ

ロ
ニ
ー
と
本
町
が
協
働
で

き
る
「
実
行
計
画
」
が
造

ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

橋
本

安
倍
首
相
は
来
年

度
の
成
長
戦
略
の

方
針
を
出
し
、
農
業
分
野

で
の
大
き
な
改
革
を
打
ち

出
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
農
業
委

員
会
の
公
選
制
の
廃
止
と

遊
休
農
地
の
管
理
を
主
と

し
た
役
割
の
縮
小
、
農
協

中
央
会
、
全
農
、
経
済
連

を
解
体
、
信
用
事
業
と
共

済
事
業
、
営
農
指
導
の
分

離
な
ど
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
農
業
法
人
の

役
員
の
見
直
し
を
図
り
、

企
業
が
入
り
込
み
や
す
く

す
る
、
な
ど
の
方
針
を
出

し
た
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長
こ
れ
ら
の
改
革
案

は
、
首
相
肝
い
り

の
メ
ン
バ
ー
の
提
案
で
、

農
業
者
の
所
得
向
上
と
い

う
よ
り
は
、
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
制
度
は
公

橋
本

今
年
か
ら
経
営
安

定
対
策
交
付
金
が

半
額
と
な
り
大
幅
な
減
収

と
な
る
う
え
、
米
価
が
史

上
最
低
の
価
格
と
な
っ
て

お
り
、
農
家
経
済
は
非
常

に
厳
し
く
な
る
が
対
策
は
。

町
長
今
年
か
ら
半
額
の

７
５
０
０
円
（
10

ア
ー
ル
あ
た
り
）
で
、
甚

大
な
影
響
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
米
概
算
金
の
大
幅

な
低
下
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
農
家
経
済
を
直
撃
す

る
も
の
と
強
く
危
惧
し
て

い
る
。
国
に
対
し
価
格
安

定
を
要
望
し
て
い
く
。

町
長
６
月
に
、
コ
ロ

ニ
ー
、
県
と
本
町

な
ど
の
関
係
者
で
「
地
域

推
進
連
絡
会
議
」
が
開
催

さ
れ
情
報
交
換
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
、
事
業
団

は
、
平
成
28
年
度
の
経
営

移
譲
に
向
け
た
工
程
表
を

策
定
す
る
。
そ
の
中
に
本

町
と
の
意
見
交
換
の
日
程

が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
際
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
施

設
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ

る
こ
と
を
県
や
事
業
団
に

対
し
て
働
き
か
け
る
。

斉
藤

川
西
町
障
が
い
福

祉
計
画
策
定
の
際
、

利
用
者
の
地
域
移
行
を
促

本
町
に
お
け
る
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
を
目
指
し
、「
コ

ロ
ニ
ー
」
と
の
機
能
分
担

を
図
り
、
高
齢
者
向
け
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
の

た
め
の
調
査
研
究
を
行
う

べ
き
だ
。

町
長
こ
こ
10
年
は
コ
ロ

ニ
ー
入
所
者
の
高

齢
化
が
進
み
高
齢
者
施
設

へ
の
入
所
と
な
っ
た
。

　

高
齢
障
が
い
者
を
対
象

と
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
必
要
量
を
障
が
い
福
祉

計
画
の
中
で
精
査
し
た
上

で
必
要
か
ど
う
か
見
極
め

て
い
き
た
い
。

そ
の
他

ほ
か
に
、
６
次

産
業
の
拠
点
施

設
と
コ
ロ
ニ
ー
の
連
携
に

つ
い
て
質
問

選
制
度
が
公
平
中
立
で
望

ま
し
い
姿
で
あ
る
。
優
良

農
地
の
保
全
、
地
域
農
業

の
振
興
に
今
ま
で
通
り
活

動
し
て
ほ
し
い
。

　

農
協
に
つ
い
て
は
、
時

進
す
る
た
め
、
就

※

労
継
続

支
援
Ａ
・
Ｂ
型
作
業
所
の

充
実
と
併
せ
て
、
福
祉
型

産
業
の
振
興
を
新
た
に
盛

り
込
む
べ
き
だ
。

町
長
今
後
も
、
就
労
支

援
施
設
等
か
ら
の

製
品
調
達
に
つ
い
て
の
方

針
を
策
定
し
、
支
援
を
行

い
、
障
が
い
者
が
社
会
参

加
で
き
る
環
境
の
醸
成
に

努
め
る
。

　

第
４
期
障
が
い
福
祉
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
障
が

い
者
や
各
事
業
所
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
を

行
い
、
地
域
自
立
支
援
協

議
会
か
ら
も
意
見
を
聞
き

計
画
を
策
定
す
る
。

斉
藤

コ
ロ
ニ
ー
利
用
者

の
高
齢
化
に
伴
い
、

橋
本

戦
争
の
反
省
か
ら

教
育
委
員
会
は
独

立
し
た
行
政
機
関
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

来
年
か
ら
、
首
長
任
命
の

教
育
長
と
な
る
が
、
教
育

の
独
立
と
中
立
は
守
れ
る

か
。

教
育
長
迅
速
な
危
機
管
理

体
制
の
構
築
が
図

ら
れ
、
責
任
の
所
在
が
新

教
育
長
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
長
は
教
育
委
員
会
の

意
思
決
定
に
基
づ
き
事
務

を
執
る
わ
け
で
、
単
独
で

の
判
断
は
で
き
な
い
た
め
、

独
立
性
、
中
立
性
は
守
ら

れ
る
。

そ
の
他

ほ
か
に
、
土
砂

災
害
対
策
に
つ

い
て
質
問　

※就労継続支援Ａ・Ｂ型作業所：通常の事業所で働くことが困難な方に、就労の機
会の提供や生産活動その他の活動の機会の提供、知識や能力の向上のための訓練
を行うサービス。Ａ型は雇用型、Ｂ型は非雇用型。

代
の
変
化
に
対
応
し
、
農

村
社
会
の
維
持
の
た
め
、

主
体
性
を
持
っ
て
自
ら
改

革
し
て
ほ
し
い
。

斉藤智志 議員橋本欣一 議員

今年も高品質、１等米だが…… 開設から40年、これからのコロニーはどうなるか

自
主
経
営
と
な
る
コ
ロ
ニ
ー
と
の
連
携
を
求
め
る

町
長 
ー 
協
働
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

定
例
会
２
日
目
に
、
２
人
の
議
員
に
よ
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

米価暴落対策を早急に
町長 ー 危機感を感じている。行政としてできることを検討する。

教
育
委
員
会
　
独
立
と

中
立
は
守
れ
る
か

コ
メ
直
接
支
払
い
の

減
額
と
米
価
の
暴
落

対
策
は

川
西
町
障
が
い
福
祉
計

画
に「
福
祉
型
産
業
の
振

興
」を
盛
り
込
む
べ
き

一　般

質　問
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「
川
西
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
」

　

平
成
24
年
８
月
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
が
制

定
さ
れ
、「
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
」
に
つ
い
て
本

町
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
条
例
は
、
法
の

施
行
日
と
な
る
27
年
４
月

か
ら
施
行
と
な
る
。
対
象

と
な
る
事
業
所
は
、「
表
」

を
参
照
の
こ
と
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

「
川
西
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
」

　

「
ふ
る
さ
と
寄
付
金
」

の
制
度
は
、
川
西
町
を
愛

し
、
も
っ
と
良
い
町
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
人
た
ち
か
ら
寄
付
金

の
協
力
し
て
い
た
だ
く
制

度
で
あ
る
。

　

当
然
こ
の
寄
付
金
は
、

活
用
方
法
に
制
限
が
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
10
年
に
一

度
議
会
の
議
決
を
経
て

「
総
合
計
画
」
と
５
年
に

一
度
前
期
計
画
と
後
期
計

画
を
策
定
し
、
そ
れ
に

沿
っ
て
町
政
執
行
を
行
っ

て
い
る
。

　

平
成
23
年
の
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
「
総
合

計
画
」
策
定
義
務
と
議
会

で
の
議
決
義
務
は
市
町
村

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
「
川
西
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
一
部
改
正
」

を
行
い
、
本
町
で
は
従
来

　

平
成
25
年
６
月
地
域
の

自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
関
係
法
令
の

成
立
に
よ
り
、
従
来
国
が

定
め
て
い
た
社
会
教
育
委

員
の
委
嘱
基
準
に
「
委
員

は
、
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
関
係
者
や
家
庭
教
育

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
も
の
」
を
追

加
す
る
た
め
、「
川
西
町

社
会
教
育
条
例
」
の
一
部

　

町
は
、
平
谷
地
住
宅
の

老
朽
化
に
伴
い
、
本
年
６

月
か
ら
川
西
診
療
所
旧
看

護
師
寄
宿
舎
跡
地
を
利
用

し
新
築
工
事
を
開
始
し
、

年
内
に
は
入
居
で
き
る
予

定
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

住
宅
名
を
こ
れ
ま
で
ど
お

り
建
設
地
の
字
名
を
利
用

し
「
根
岸
住
宅
」
と
命
名

し
た
こ
と
か
ら
、「
川
西

町
営
住
宅
管
理
条
例
」
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

本
町
で
は
、
①
健
康
事
業
、

②
子
ど
も
育
成
事
業
、
③

歴
史
・
文
化
継
承
事
業
、

④
環
境
保
全
事
業
、
⑤
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
が
対
象

で
あ
っ
た
。
改
正
は
⑥
交

流
事
業
を
追
加
す
る
も
の
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
全
国
川

西
会
議
や
東
京
川
西
会
と

の
交
流
、
そ
れ
に
ダ
リ
ア

を
縁
と
し
て
東
京
町
田
市

と
の
地
域
間
交
流
を
行
っ

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域

ど
お
り
「
総
合
計
画
」
を

議
決
事
項
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
と

は
、
①
家
庭
的
保
育
事
業

（
対
象
５
人
以
下
の
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
と
す
る
）、

②
小
規
模
保
育
事
業
（
対

象
６
人
以
上
19
人
以
下
で

０
歳
児
か
ら
２
歳
児
を
中

心
と
す
る
）、
③
居
宅
訪

問
事
業
（
対
象
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
）、
④
事
業
所

内
保
育
事
業
（
地
域
に
お

い
て
保
育
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
に
も
保
育
を
提
供

す
る
こ
と
が
条
件
）
４
事

業
の
設
備
や
運
営
基
準
を

定
め
る
も
の
で
あ
る
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
１
人
）

「
川
西
町
放
課
後
児
童
健

全
育
成
育
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

働
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
の
た
び
の
子
育

て
新
制
度
の
導
入
に
よ
り

町
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

表　特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の利用定員に関する基準

項目 国基準
特定教育・保育施設 地域型保育事業

利
　
　
用
　
　
定
　
　
員

○保育所及び認定こども園の利
用定員は20人以上とする。
※幼稚園の利用定員の規定は
無し

○以下の区分ごとに利用定員を
定める。
１号認定（満３歳以上。保育
必要無）認定こども園、幼稚
園
２号認定（満３歳以上。保育
必要有）認定こども園、保育
所
３号認定（満３歳未満、保育
必要有）認定こども園、保育
所

○家庭的保育事業の利用定員は
１人以上５人以下。

○小規模保育事業Ａ型及び小規
模保育事業Ｂ型の利用定員は
６人以上19人以下。

○小規模保育事業Ｃ型の利用定
員は６人以上10人以下。
※経過措置として５年間は６

人以上15人以下。
○居宅訪問型事業の利用定員は

１人。
※事業所内保育事業の利用定

員の規定無し。

間
交
流
事
業
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
に
「
川
西
町

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
条

例
」
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

定
め
る
条
例
」

　

本
町
に
お
い
て
は
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
４
カ

所
）
が
こ
の
事
業
に
該
当

す
る
。
こ
れ
ま
で
厚
生
労

を
改
正
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

深まる交流、24年目をむかえる“やんちゃ留学”

いつもかわいく“ハイポーズ”

条　例

新
制
度
で
子
育
て
支
援

ふるさとづくり寄付
使いみち 交流事業にも

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

総
合
計
画
を
議
決
事
項
に

社
会
教
育
の
充
実
が

問
わ
れ
る

総
合
計
画
を
引
き
続

き「
議
決
事
項
」に

町
外
か
ら
「
町
の
応

援
団
」を
積
極
募
集

新
た
な
町
営
住
宅

「
根
岸
」へ
10
世
帯
が

年
内
移
転

条
例
化
し
本
町
が
事
業
の
確
認
を
行
う

27年4月
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ま
ど
か
は
、
築
20
年
を

経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
近

年
施
設
の
経
年
劣
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て
い

た
も
の
も
含
め
て
、
大
改

修
を
行
う
も
の
。

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り

藤
島
建
設
が
受
注
し
た
。

請
負
契
約
金
額
は
消
費
税

込
み
２
億
７
５
４
０
万
円
。

工
期
は
９
月
22
日
か
ら
来

年
３
月
20
日
ま
で
。

　

こ
の
改
修
工
事
に
伴
い
、

10
月
20
日
か
ら
来
年
４
月

20
日
の
間
、
全
面
休
館
と

な
る
。

　

主
な
改
修
の
内
容
は
以

下
の
と
お
り
。

①
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

配
慮
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（
11
人
乗
り
１
基
）
を
新

設
す
る
。

②
玄
関
を
統
合
す
る
。
こ

れ
ま
で
温
泉
棟
、
宿
泊
研

修
棟
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た

玄
関
を
中
央
付
近
に
一
つ

と
し
、
フ
ロ
ン
ト
を
一
体

化
す
る
。

③
宿
泊
室
の
改
修
。
シ
ン

グ
ル
４
室
、
ツ
イ
ン
２
室

を
増
設
し
、
和
３
、
和
洋
４
、

洋
10
（
シ
ン
グ
ル
８
、
ツ

イ
ン
２
）
の
17
室
と
す
る
。

④
レ
ス
ト
ラ
ン
、
厨
房
、

配
膳
室
の
改
修
。
大
宴
会

場
の
隣
に
配
膳
室
を
新
設

し
、
配
膳
業
務
の
効
率
化

を
図
る
。
ま
た
建
物
東
側

を
増
築
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン

を
増
床
し
、
ダ
リ
ヤ
園
側

か
ら
の
玄
関
を
新
設
す
る
。

⑤
大
宴
会
場
の
ス
テ
ー
ジ

を
撤
去
し
、
取
り
外
し
可

能
な
簡
易
ス
テ
ー
ジ
で
対

応
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

宴
会
場
が
10
畳
広
く
な
る
。

隣
接
す
る
ト
イ
レ
を
男
女

別
に
す
る
。
ま
た
、
希
望

が
多
い
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子

席
利
用
に
も
対
応
す
る
。

⑥
会
議
室
を
２
階
か
ら
１

階
に
移
動
。
２
室
に
間
仕

切
り
で
き
る
構
造
と
し
、

大
小
会
議
に
対
応
。

⑦
無
料
休
憩
室
（
20
畳
）

は
、
既
存
の
温
泉
棟
事
務

室
に
配
置
変
更
す
る
。

⑧
売
店
は
フ
ロ
ン
ト
近
く

に
独
立
し
て
設
置
し
、
宿

泊
者
の
利
便
に
供
す
る
。

⑨
不
使
用
と
な
っ
て
い
る

宿
泊
者
用
浴
室
を
シ
ャ

ワ
ー
ル
ー
ム
に
す
る
。

⑩
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
を
新

設
。

⑪
老
朽
化
し
た
内
装
、
機

器
の
更
新
（
ク
ロ
ス
、
畳
、

ふ
す
ま
、
じ
ゅ
う
た
ん
、

空
調
機
器
）

⑫
喫
煙
室
を
温
泉
棟
、
宿

泊
研
修
棟
に
そ
れ
ぞ
れ
新

設
す
る
。

⑬
既
存
ロ
ビ
ー
の
段
差
を

解
消
す
る
。

⑭
多
目
的
ト
イ
レ
を
温
泉

棟
、
宿
泊
研
修
棟
に
そ
れ

ぞ
れ
増
設
す
る
。

　

来
年
４
月
21
日
に
は
、

施
設
設
備
を
一
新
し
た
浴

浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
と
し

て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
と
な
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

月 件数 金額 内容
４月 4 23,000円 消防団歓送迎会ほか
５月 7 50,672円 東京川西会総会ほか　
６月 2 7,000円 観光協会総会ほか
７月 6 42,580円 置賜３市５町総会ほか

月 件数 金額 内容
８月 0 0円
９月 2 10,000円 東京川西会交流会ほか

上半期合計 21 133,252円

　

小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
整

備
事
業
が
過
疎
債
を
活
用

で
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
た
め
過
疎
自
立
促
進
計

画
の
一
部
を
変
更
し
、「
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
事

業
」
を
加
え
る
も
の
。

　

過
疎
債
は
、
元
金
お
よ

び
利
子
を
償
還
す
る
際
に

そ
の
70
％
が
地
方
交
付
税

に
措
置
さ
れ
、
実
質
的
に

は
補
助
金
と
な
る
有
利
な

起
債
で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

◦
斎
藤
　
聡
子（新

任
）

　

川
西
町
大
字
上
小
松

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

　

髙
橋
款
副
町
長
が
後
進

に
道
を
譲
り
た
い
と
し
、

辞
職
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
７
月
に
就
任

以
来
、
６
年
余
に
わ
た
り
、

町
政
の
進
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し

た
。

◦
山
　
口
　
俊
　
昭

　

川
西
町
大
字
中
小
松

・
昭
和
52
年
４
月　

川
西
町
職
員
と
し
て
採
用

・
平
成
18
年
４
月　

教
育
文
化
課
長

・
平
成
19
年
４
月　

改
革
推
進
課
長

・
平
成
20
年
４
月　

総
務
課
長

・
平
成
23
年
４
月　

産
業
振
興
課
長

・
平
成
26
年
３
月　

退
職

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

　

教
育
委
員
髙
橋
弘
子
氏

が
９
月
30
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
新

た
に
斎
藤
聡
子
氏
を
教
育

委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

　

髙
橋
款
副
町
長
が
９
月
30
日
を
も
っ
て
辞
職
す
る
た
め
、

新
た
に
山
口
俊
昭
氏
を
副
町
長
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
た
。

厨房を改修し新たに配膳室を整備する

健やかに伸び伸びと（小松小学校）

請　負

契　約

浴浴センターまどか

大改修でリニューアル

議長交際費（議会活性化の一環として公開）

４月から９月まで

過疎地域
自　立

促進計画

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備

副
町
長
の
選
任
に
同
意

教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

髙
橋
款
副
町
長
　
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

人　事

副
町
長
に
山
口
氏

　
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
の
大
規
模
改
修
請
負
契
約
の
締

結
議
案
が
提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。
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今
年
も
豊
作

ず
っ
し
り
重
い
ぞ
!!

　

９
月
22
日
、
晴
天
の
下
、

犬
川
小
学
校
の
稲
刈
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
校
児

童
70
名
と
指
導
者
の
江
口

忠
さ
ん
（
水
田
所
有
者
）、

そ
し
て
犬
川
地
区
青
年
団

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、

全
教
職
員
で
実
り
の
秋
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

鎌
を
持
つ
の
が
初
め
て

の
子
供
も
多
く
、
最
初
は

緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
る
と
満
面
の

笑
顔
で
カ
メ
ラ
に
も
余
裕

の
表
情
。

◎
手
話
言
語
法
制
定
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
請
願
書

《
所
管
》

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

山
形
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　

会
長　

小
野　

善
邦

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

黒
澤　
　

巌

《
審
査
の
経
過
と
結
果
》

　

手
話
が
現
在
ま
で
正
式

な
言
語
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
不

思
議
な
く
ら
い
で
、
認
識

不
足
で
あ
っ
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
採
択

◎
集
団
的
自
衛
権
行
使
に

反
対
す
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
の
請
願

《
所
管
》

総
務
文
教
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

平
和
憲
法
を
守
り
、
社
会
保

障
を
よ
く
す
る
川
西
の
会

　
　

代
表　

平　
　

隆
雄

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

斉
藤　

智
志

◎
「
農
政
改
革
」
の
再
検

討
と
緊
急
の
過
剰
米
処
理

を
求
め
る
請
願

◎
米
価
下
落
に
関
す
る
意

見
書
提
出
方
請
願

《
所
管
》

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

見
も
あ
っ
た
。

　

採
決
で
は
、
過
剰
米
対

策
に
よ
る
米
価
安
定
の
み

を
採
択
と
し
た
。

賛
成
多
数
に
よ
り
一
部
採
択

（
反
対
３
人
）

　

手
話
と
は
、
日
本
語
を

音
声
で
は
な
く
手
や
指
、

体
な
ど
の
動
き
や
顔
の
表

情
を
使
っ
て
表
現
す
る
独

自
の
語
彙
や
文
法
体
系
を

持
つ
言
語
で
あ
る
。
手
話

を
使
う
ろ
う
者
に
と
っ
て
、

　

25
年
産
米
は
消
費
の
減
少

や
販
売
不
振
に
よ
り
約
30
万

ト
ン
が
持
ち
越
さ
れ
る
見
通

し
で
あ
る
。

　

26
年
産
米
に
つ
い
て
も
豊

作
予
想
の
中
、
合
わ
せ
て
60

万
ト
ン
も
の
需
給
格
差
が
発

生
し
、
過
去
に
例
を
見
な
い

水
準
ま
で
米
価
が
下
落
す
る

懸
念
が
あ
る
。
稲
作
農
家
が

安
心
し
て
経
営
が
展
望
で
き

る
よ
う
要
望
す
る
。

一
、
過
剰
米
対
策
に
つ
い
て

　

国
が
、
米
の
需
給
状
況
改

善
に
関
与
し
米
価
下
落
を
回

避
す
る
た
め
、
過
剰
米
を
主

食
市
場
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
。

二
、
需
要
拡
大
対
策
に
つ
い

て
　

消
費
量
の
減
退
が
過
剰
米

発
生
の
原
因
と
な
る
こ
と
か

ら
、
需
要
拡
大
対
策
を
強
力

に
進
め
る
こ
と
。

三
、
水
田
農
業
対
策
の
確
立

に
つ
い
て

　

水
田
農
業
対
策
は
、
再
生

産
可
能
な
制
度
設
計
と
予
算

を
明
確
に
し
つ
つ
、
全
販
売

農
家
が
参
画
す
る
万
全
な
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

聞
こ
え
る
人
た
ち
の
音
声

言
語
と
同
様
に
、
大
切
な

情
報
獲
得
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ

り
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
ろ
う
学
校
で

は
手
話
は
禁
止
さ
れ
、
社

会
で
は
手
話
を
使
う
こ
と

で
差
別
さ
れ
て
き
た
歴
史

が
あ
っ
た
。
手
話
が
音
声

言
語
と
対
等
な
言
語
で
あ

る
こ
と
を
広
く
国
民
に
広

め
、
聴
こ
え
な
い
子
ど
も

が
手
話
を
身
に
つ
け
、
手

話
で
学
べ
、
手
話
を
自
由

に
使
え
、
さ
ら
に
は
手
話

を
言
語
と
し
て
普
及
、
研

究
す
る
こ
と
の
で
き
る
環

境
整
備
を
目
的
と
し
た

「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」

の
制
定
を
求
め
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

《
請
願
者
》

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同

組
合　

経
営
管
理
委
員
会

会
長　
　
　

木
村　

敏
和

山
形
お
き
た
ま
農
協
農
政

対
策
本
部　

本
部
長

　
　
　
　
　

木
村　

敏
和

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

遠
藤　

章
一

《
審
査
の
経
過
と
結
果
》

　

米
価
下
落
は
本
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に

と
っ
て
も
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
、
議
会
と
し

て
も
強
く
要
望
し
て
い
く
、

と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
採
択

《
所
管
》

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

《
請
願
者
》

川
西
町
農
民
組
合

　

組
合
長　

平
田　

啓
一

《
紹
介
議
員
》

　
　
　
　
　

橋
本　

欣
一

《
審
査
の
経
過
と
結
果
》

　

現
在
の
農
業
政
策
は
、

集
落
営
農
組
織
な
ど
の
法

人
化
を
推
進
し
て
お
り
、

農
業
の
担
い
手
の
軸
を
家

族
経
営
と
し
て
い
く
こ
と

は
限
界
が
あ
る
。
現
行
の

取
り
組
み
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　

反
面
、
世
界
的
に
農
業

は
家
族
的
経
営
が
主
流
で
、

今
年
は
国
際
家
族
農
業
年

で
あ
る
。
家
族
農
業
、
小

規
模
農
業
の
役
割
を
周
知

す
る
年
で
あ
る
か
ら
、
請

願
は
採
択
す
べ
き
と
の
意

しっかりした農政対策が望まれる

表
紙
の
写
真

採　

択

一
部
採
択

継
続
審
査

請　願

手
話
を
言
語
と
認
め
よ

国
に
２
意
見
書

米
価
下
落
対
策
を
早
急
に

意見書

◎
「
手
話
言
語
法
」
制
定
を

求
め
る
意
見
書

◎
米
価
下
落
歯
止
め
等
に

関
す
る
意
見
書
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町
民
参
加
の
拡
大
と
議

会
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
議
会
基
本
条
例
が
平
成

25
年
５
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
。

 

議
会
で
は
、
そ
の
具
現

化
の
た
め
住
民
と
議
会
の

「
意
見
交
換
会
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
25
年
度

は
小
松
、
大
塚
、
中
郡
、

26
年
度
は
犬
川
、
玉
庭
、

東
沢
、
吉
島
を
会
場
に
実

施
し
た
。

　

昨
年
の
テ
ー
マ
は
「
町

有
施
設
の
今
後
の
あ
り

方
」「
議
員
定
数
に
つ
い

て
」
だ
っ
た
が
、
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
町
有
施
設
の

今
後
の
あ
り
方
」「
６
次

産
業
化
拠
点
施
設
の
建
設

と
活
用
に
つ
い
て
」
の
２

点
と
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
テ
ー

マ
と
し
た
町
有
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後

庁
舎
、
中
央
公
民
館
、
診

療
所
、
小
松
保
育
所
な
ど
、

老
朽
化
に
伴
っ
て
改
築
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設

が
多
く
あ
り
、
一
方
で
財

政
規
律
を
重
視
す
れ
ば
複

合
化
や
効
率
化
が
避
け
ら

れ
な
い
。

　

ま
た
28
年
３
月
開
業
予

定
の
６
次
産
業
化
拠
点
施

設
は
、
旧
芳
文
社
米
沢
印

刷
川
西
工
場
跡
地
に
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
国

の
施
策
と
し
て
６
次
産
業

化
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

加
工
か
ら
流
通
ま
で
農
業

者
が
か
か
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
所
得
を
上
げ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
産
業
振
興

課
内
に
６
次
産
業
推
進
室

を
設
け
、
農
産
物
の
加
工

か
ら
販
売
ま
で
を
支
援
し

て
い
る
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
疑
、

要
望
、
意
見
に
対
し
て
、

議
会
で
答
弁
で
き
る
も
の
、

町
当
局
の
対
応
が
必
要
な

も
の
を
整
理
し
な
が
ら
進

行
さ
れ
た
。

　

特
に
、
６
次
産
業
化
拠

点
施
設
に
は
、
各
地
区
と

も
疑
問
や
心
配
の
声
が
多

く
、
今
後
の
進
め
方
に
な

お
一
層
の
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
。

『政策提言』会議への
ご 案 内

第２回目の政策提言書の提出に町
民の皆さんの傍聴をお願いします。

と　き　11月17日㈪午前９時30分
ところ　川西町議会議場　　　　

地区名 月　日 会　場 参加者 議　　員　（先頭が班長）

犬川 ８月18日 犬川地区交流センター 13人 齋藤　修一、佐々木賢一、髙橋　忠、加藤　俊一、髙橋　照夫、黒澤　巖、遠藤　章一

吉島 ８月19日 吉島地区交流センター 12人 髙梨　勇吉、金子　一郎、島貫德右エ門、淀　秀夫、髙橋　建一、斉藤　智志、橋本　欣一

玉庭 ８月20日 玉庭地区交流センター 15人 髙梨　勇吉、金子　一郎、島貫德右エ門、淀　秀夫、髙橋　建一、斉藤　智志、橋本　欣一

東沢 ８月20日 東沢活性化センター 30人 齋藤　修一、佐々木賢一、髙橋　忠、加藤　俊一、髙橋　照夫、黒澤　巖、遠藤　章一

質疑、要望、意見 質疑等への回答・今後の対応

１

今後の町有施設のあり方について

○庁舎・中央公民館の整備計画は。 ○今年度耐震診断を行う。整備については平成28年度からの
第５次総合計画に盛り込まれる予定である。

○旧２中の活用をどう考えているか。 ○旧２中の活用は、１階を交流団体が利用、２階を埋蔵文化財
資料館とし、その他に遅筆堂文庫の書庫や防災用品の保管、
３階を宿泊施設にする。

○旧２中の宿泊施設の定員は。 ●総務課　平成27年度に３階部分を宿泊施設として整備する
予定であり、設計上の定員は36人となっている。

○小学校の統合をどのように進めていくのか。 ○平成25年度に「あすの川西町の小学校を考える協議会」が
設置され、年内中に結論が出される。

２

６次産業化拠点施設の建設と活用について

○施設整備に過疎債をあてると聞いたが、償還はどう
なるのか。

○事業費の100％が起債対象となり、償還元金と利子の70％
が地方交付税に算入される。

○売り上げ目標は。 ○年間1億4000万円である。

○目玉商品は、また冬場の商品は。 ○加工品、漬物、弁当などがある。冬場は地場産が少なく品ぞ
ろえが大変だと思う。実施設計に向けて議会でも意見を述べ
るなどして成功につなげたい。

○集客数などの試算がなく、すでに破たんしているの
ではないか。

○議会にも具体的な数字の提示はない。しっかり精査して対応
していく。

○拠点施設の運営母体はどこか。 ○まだ決まっていない。早期に運営組織を立ち上げ、責任者を
決めていくと聞いている。

○米価の下落、ＴＰＰ問題など農家を取り巻く環境は
大変厳しい。６次産業化の前に農家の足腰を強くす
る必要がある。

○大変厳しい状況下にある。川西町の特産は米、畜産であり、
販売力、加工などで力をつけ、所得を上げるために６次産業
化を進めたい。

３

その他町政・議会全般に関すること

○若い人のふるさと離れが進んでおり、地域、町がな
くなるのではないか心配である。企業誘致、職場の
確保が必要だ。

○第２次総合計画で小松、吉島に企業誘致を進めてきた。企業
は安い労賃を求めグローバル化しており、誘致は厳しい環境
にある。

○地域振興は農業振興である。ＪＡとの連携強化を図
り農業振興を図るべきだ。

○行政が３市５町となっていることから、ＪＡとの連携が難し
くなっている。今後の課題にしたい。

○ジェネリック薬品を主体とした処方に町一本化でき
ないか。

○制度的に不可能だが、健康福祉課で普及活動を進めている。

○高齢者を対象とする各種検診会場への送迎をできな
いか。

●健康福祉課　南陽検診センターへの送迎は各地区交流セン
ターから希望者を送迎している。自宅から検診会場までは、
デマンド交通を利用してほしい。

○マイマイ蛾の対処方法は。 ●住民生活課　町のホームページで情報をお知らせしている。
町で駆除は行っていないが、専門の業者を紹介している。

○サル、クマが出没し被害が出ている。その対策は。 ○常任委員会でも実態を把握し、対策を要望していく。

　

議
会
で
は
、
昨
年
町
長

に
対
し
て
４
項
目
の
政
策

提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
回

答
を
い
た
だ
い
た
が
、
１

年
を
経
過
し
た
時
期
に
議

会
に
お
い
て
検
証
評
価
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

今
年
も
、
意
見
交
換
会

で
出
さ
れ
た
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
常
任
委
員

会
の
協
議
を
経
て
、
新
た

な
政
策
提
言
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

　

意
見
交
換
会
の
開
催
に

際
し
て
、
各
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
や
、
自
治
会
長
連

合
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

　

議
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

議
会
基
本
条
例
に
掲
げ
た

議
会
活
性
化
の
実
現
の
た

め
、
意
見
交
換
会
の
開
催

を
継
続
し
て
い
く
。

東沢地区

吉島地区

犬川地区

玉庭地区

意　見
交換会

『
６
次
拠
点
』に
多
く
の
意
見

４
会
場
で
開
催

こんな質問･要望がありました（抜粋）議会ホームページで公開されます

今
年
も
政
策
提
言
を
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川
西
町
に
暮
ら
し
て
25

年
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

は
２
万
人
以
上
あ
っ
た
人

口
が
１
万
６
０
０
０
人
と

な
り
ま
し
た
。
町
内
が
以

前
よ
り
さ
び
し
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

自
然
風
景
も
よ
く
、
町

の
花
ダ
リ
ア
は
と
て
も
鮮

や
か
で
、
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
隣
近
所
の
か

た
が
た
も
睦
ま
じ
く
、
あ

た
た
か
い
方
々
ば
か
り
で

す
。

　

浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

や
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

な
ど
の
す
ば
ら
し
い
施
設

が
あ
る
の
に
、
町
民
の
方

が
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

も
っ
と
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

や
高
齢
者
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
く
す
る
配
慮
も
必

要
で
す
。

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
依
頼

さ
れ
、
議
会
だ
よ
り
な
ど

を
し
っ
か
り
読
む
よ
う
に

し
て
お
り
、
議
会
に
対
し

て
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

仕
事
の
都
合
で
な
か
な

か
議
会
傍
聴
ま
で
い
け
ま

せ
ん
が
、
広
く
住
民
か
ら

意
見
や
感
想
・
提
言
を
求

め
、
身
近
な
議
会
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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去
る
８
月
27
日
か
ら
29

日
に
か
け
６
次
産
業
の
先

進
地
視
察
を
行
っ
た
。
北

海
道
ニ
セ
コ
町
・
ニ
セ
コ

ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ
直
売
会
協

同
組
合
，
仁
木
町
・
農
業

法
人
㈲
サ
ン
ユ
ー
農
産
、

余
市
町
・
㈱
オ
チ
ガ
ビ
の

３
カ
所
を
視
察
し
た
。

　

平
成
９
年
無
人
販
売
所

か
ら
始
ま
っ
た
直
売
会
の

組
合
員
は
64
名
。
今
で
は

年
間
24
万
人
の
利
用
者
で
、

売
上
額
は
年
間
２
億
８
０

０
０
万
円
を
越
し
て
い
る
。

手
数
料
は
、
売
り
上
げ
の

12
％
を
徴
収
し
運
営
し
て

い
る
。

　

特
徴
は
、
①
会
員
の
顔

の
見
え
る
生
産
物
及
び
加

工
品
の
販
売
を
行
っ
て
い

る
②
新
た
な
販
路
の
拡
大

や
ホ
テ
ル
な
ど
大
口
取
引

を
取
り
込
ん
で
い
る
③
生

産
者
ご
と
の
農
産
物
生
産

履
歴
情
報
を
、
消
費
者
へ

配
信
し
、
信
頼
関
係
を

　

オ
チ
ガ
ビ
専
務
の
落
希

一
郎
氏
は
、
平
成
４
年
新

潟
市
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
・

カ
ー
ブ
ド
ッ
チ
を
設
立
し

た
。

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
ベ
ー
ス

に
ピ
ザ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

特
徴
あ
る
工
房
で
、
現
在

会
員
１
万
人
、
年
間
来
店

者
20
万
人
を
誇
っ
て
い
る
。

　

オ
チ
ガ
ビ
は
、
平
成
24

年
８
月
設
立
さ
れ
、
現
在

　

去
る
８
月
５
日
か
ら
７

日
に
か
け
て
、
先
進
地
視

察
研
修
を
行
っ
た
。
公
共

施
設
の
維
持
管
理
計
画
と

公
共
施
設
の
複
合
化
の

テ
ー
マ
で
、
北
海
道
白
老

町
と
室
蘭
市
を
訪
問
し
た
。

　

白
老
町
は
平
成
24
年
に

歳
入
欠
陥
を
招
き
、
財
政

健
全
化
の
必
要
か
ら
「
公

共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直

し
」
を
策
定
し
た
。

か
で
き
な
い
硬
直
化
し
た

運
営
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
い
っ
た
施
設
を

集
約
化
し
、
多
様
な
市
民

の
要
求
に
あ
っ
た
魅
力
的

な
施
設
と
す
る
こ
と
が
計

画
目
的
で
あ
る
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
従
来
の
組
織
や
団
体

の
代
表
者
を
委
員
に
す
る

の
で
は
な
く
、
中
学
生
か

ら
70
代
ま
で
の
広
範
な
市

民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
、
多
様
な
市
民
の
要
求

を
網
羅
し
た
、
い
わ
ば
使

い
た
い
施
設
を
作
ろ
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
然
な
が
ら
、
住
民
と

と
も
に
施
設
の
あ
り
方
を

考
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て

利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て

の
あ
り
方
を
学
ぶ
よ
い
機

会
で
あ
っ
た
。

　

検
討
内
容
は
、
町
内
の

施
設
の
性
質
分
類
を
行
い
、

類
似
機
能
を
持
つ
近
隣
の

施
設
の
統
廃
合
を
検
討
す

る
も
の
。
検
討
は
町
民
主

体
と
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
現
地
確
認
、
住

民
ど
う
し
の
意
見
交
換
を

行
う
な
ど
、
住
民
自
ら
考

え
る
よ
う
配
慮
し
た
。
60

人
を
超
え
る
策
定
委
員
会

の
意
見
に
よ
り
、
住
民
要

求
に
合
っ
た
施
設
統
廃
合

と
な
っ
た
。

　

室
蘭
市
で
は
複
合
公
共

施
設
計
画
の
視
察
を
し
た
。

室
蘭
市
の
公
共
施
設
の
ほ

と
ん
ど
は
、
老
朽
化
と
と

も
に
耐
震
基
準
に
合
わ
な

い
も
の
が
多
い
。
さ
ら
に
、

補
助
を
目
的
に
建
設
さ
れ

た
も
の
ば
か
り
で
、
特
定

の
団
体
や
個
人
の
利
用
し

作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
。

ぶ
ど
う
畑
と
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
。

　

落
氏
か
ら
、
６
次
産
業

成
功
の
秘
訣
を
学
ん
だ
。

①
本
物
で
あ
る
こ
と
②
消

費
者
と
ど
の
よ
う
に
繋
が

る
か
③
丹
精
こ
め
て
造
っ

た
も
の
を
理
解
し
て
も
ら

い
相
手
の
心
を
つ
か
む
④

自
分
の
土
俵
で
商
売
を
行

う
⑤
顔
の
な
い
生
産
者
が

顔
の
な
い
消
費
者
に
主
張

の
な
い
商
品
・
生
産
物
を

作
り
売
る
商
売
は
や
ら
な

い
⑥
会
員
制
を
重
視
す
べ

き
で
あ
る
。

広大なぶどう畑を望むレストランで落氏の説明をきく

複合施設のあり方をきく（室蘭市にて）

広報モニターから

ひとこと⑥
小　松　長

なが

澤
さわ

智
ち

惠
え

美
み

 さん

９月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により各議員の議案に対する賛否状況を報告する。

産業厚生常任委員会

情熱と発想と工夫を学ぶ
委員会
レポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

住
民
要
求
に
あ
っ
た
魅
力
的
な
施
設
を

ニ
セ
コ
ビ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

オ
チ
ガ
ビ
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
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多
く
の
国
民
が
、
地
方

の
ふ
る
さ
と
で
生
ま
れ
、

教
育
を
受
け
、
育
ち
、
進

学
や
就
職
を
機
に
都
会
に

出
て
、
ど
こ
か
で
納
税
を

す
る
。
そ
の
結
果
、
都
会

の
自
治
体
は
税
収
を
得
る

が
、
彼
ら
を
育
ん
だ
「
ふ

る
さ
と
」
に
は
税
収
は
な

い
。
そ
こ
で
、
今
は
都
会

に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
「
ふ
る

さ
と
」
に
、
自
分
の
意
思

で
、
い
く
ら
か
で
も
納
税

で
き
る
制
度
が
あ
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
て
「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」
は
ス
タ
ー
ト

議会傍聴においでください
定例会本会議は
ＮＣＶ、インターネットでご覧になれます

まちの未来が見える （９月定例会の傍聴者は２人）

次の定例会は12月

　

議
員
の
見
識
を
広
め
、
議
会
活
動
の
活
発
化

と
円
滑
な
運
営
に
役
立
て
る
た
め
、
現
議
員
一

巡
の
も
と
議
員
海
外
派
遣
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　

今
ま
で
は
、
日
中
友
好
県
民
の
つ
ば
さ
に
派

遣
し
て
き
た
が
、
中
国
の
政
情
不
安
や
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
理
由
で
中
止
に
な
り
、

再
開
の
見
通
し
は
た
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
川
西
町
国
際
交
流
協
会
で
行
っ

て
い
る
交
流
事
業
に
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

任
期
中
の
一
巡
と
い
う
こ
と
で
、
来
年
の
任
期

ま
で
４
人
の
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

《
派
遣
地
》

　
　

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州

　
　
　
　

コ
タ
キ
ナ
バ
ル
市

《
派
遣
内
容
》

市
長
表
敬
訪
問
、
懇
談
、
農
林
業
、
観
光

業
の
行
政
視
察

《
派
遣
議
員
》

黒
澤　
　

巌

斉
藤　

智
志

遠
藤　

章
一

橋
本　

欣
一　

各
議
員

し
た
。

　

特
定
の
自
治
体
に
寄
付

を
す
れ
ば
、
寄
付
金
控
除

証
明
書
が
送
ら
れ
て
く
る
。

そ
れ
を
持
っ
て
確
定
申
告

を
す
れ
ば
、
所
得
税
や
住

民
税
の
寄
付
金
控
除
が
受

け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
寄

付
を
し
た
自
治
体
（
必
ず

し
も
故
郷
と
は
限
ら
な

い
）
か
ら
、
返
礼
の
品
が

送
ら
れ
て
く
る
と
い
う
仕

組
み
。

　

本
町
で
は
25
年
10
月
よ

り
返
礼
品
10
種
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
、
選
択
制
と
す
る

な
ど
の
工
夫
で
一
挙
に
寄

付
件
数
・
金
額
が
増
加
し

た
。
鳥
取
県
の
よ
う
に
３

億
円
超
え
と
は
な
ら
な
い

ま
で
も
、
８
月
末
現
在
で

す
で
に
昨
年
度
実
績
を
越

え
、
９
月
議
会
で
見
込
み

額
を
５
４
０
万
円
に
上
方

修
正
。
使
途
を
拡
大
す
る

条
例
改
正
も
行
っ
た
。（
Ｐ

13
参
照
）

　

左
は
、
そ
の
御
礼
と
し

て
送
ら
れ
て
い
る
返
礼
品

の
人
気
ベ
ス
ト
３
で
あ
る
。

納
得
の
品
々
で
、
都
会
か

ら
、
ふ
る
さ
と
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」
の
輪
を
つ
な

げ
た
い
。

年々深まる交流事業（平成25年度川西町国際交流協会の訪問交流より）

追　
跡 あれから……

どうなった！

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
５
４
０
万
円
見
込
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
が
始
ま
っ
て
７
年
。
当
初
は
地
方
交
付
税
の
一
率
削
減
な
ど
で
苦

し
む
地
方
に
、
い
く
ら
か
で
も
還
元
を
と
い
う
考
え
方
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
返
礼
の

特
産
品
目
当
て
の
寄
付
な
ど
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
都
市
住
民
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
い
ず

れ
に
も
せ
よ
自
主
財
源
に
乏
し
い
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
あ
り
が
た
い
制
度
だ
。

海　外
研　修

都
会
か
ら 

ふ
る
さ
と
か
ら「
あ
り
が
と
う
」

川西町
ふるさと応援制度

返礼特産品

人気ベスト 3
1

２

3

川西産米
こだわりの米ギフト

（５㎏×２）

米沢牛ステーキ
（100g×２）

米沢牛煮込みセット

マ
レ
ー
シ
ア
に
研
修
派
遣

４
議
員 

農
林
業
、
観
光
業
を
行
政
視
察

（22）（23） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成26年10月15日発行
第119号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成26年10月15日発行
第119号



❖　プロフィール　❖

島
しま

貫
ぬき

美
み

智
ち

子
こ

長井市出身。吉島地区北郷在住。
夫の両親、長男、長女の6人家族。
看護師。趣味は手芸や読書。

イ

ンタ
ビュー

吉
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
島
貫
美

智
子
さ
ん
に
子
育
て
や
町
に
望
む

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

町民の声

▼
秋
の
収
穫
も
終
了
し
た

が
、
米
価
の
大
幅
な
下
落

の
た
め
に
素
直
に
喜
べ
な

い
寂
し
さ
、
町
に
及
ぼ
す

影
響
も
多
大
な
も
の
が
考

え
ら
れ
る
。
今
こ
そ
国
、

県
、
町
が
一
体
と
な
っ
て

対
策
を
。
▼
９
月
４
日
、

安
倍
内
閣
の
改
造
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
今
回
の
注
目

は
、
５
人
の
女
性
閣
僚
の

登
用
以
上
に
、
地
方
創
生

担
当
大
臣
を
設
置
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
▼
疲
弊
し
た

地
方
の
再
生
の
た
め
に
も

大
い
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
地
方
か
ら
声
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
章
）

発
行
責
任
者　

齋
藤　

修
一

委
員
長　

佐
々
木
賢
一

副
委
員
長　

橋
本　

欣
一

委　
　

員　
島
貫
德
右
エ
門

　

同　　
　

黒
澤　
　

巖

　

同　　
　

斉
藤　

智
志

　

同　　
　

遠
藤　

章
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
文
章
）

大
友
喜
味
雄

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
写
真
）

青
木　

督
平

鴨　
　

源
一

斎
藤　

史
郎

　

川
西
町
に
嫁
い
で
13
年

に
な
り
ま
す
。
知
ら
な
い

土
地
に
住
む
こ
と
に
な
っ

て
も
、
初
め
て
で
は
な
い

よ
う
な
親
し
み
や
す
さ
が

あ
っ
た
の
は
、
豊
か
な
自

然
と
地
域
の
方
々
の
人
柄

の
温
か
さ
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
感
じ
ま
す
。
家
の
前

に
広
が
る
田
ん
ぼ
や
、
そ

の
上
に
広
が
る
空
か
ら
季

節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
、

こ
う
し
た
壮
大
な
土
地
で

伸
び
伸
び
と
子
育
て
が
で

き
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
す
く
す

く
育
ち
、
気
付
け
ば
小
学

3
年
生
と
中
学
1
年
生
に

な
り
ま
し
た
。
不
規
則
な

勤
務
に
つ
い
て
い
る
私
に

と
っ
て
家
族
の
支
え
は
必

要
不
可
欠
で
す
。
家
族
が

健
康
で
、
こ
う
し
て
毎
日

が
す
ご
せ
る
こ
と
を
あ
た

り
前
に
感
じ
て
し
ま
い
が

　

大
自
然
に
囲
ま
れ
た
川

西
町
に
は
、
新
鮮
で
お
い

し
い
野
菜
や
果
物
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
近
は

産
直
の
販
売
所
も
増
え
て

は
い
ま
す
が
、
離
れ
た

ち
で
す
が
、
何
事
に
も
替

え
難
い
幸
せ
だ
と
感
じ
ま

す
。

　

私
の
家
は
、
車
の
通
り

も
多
い
道
路
沿
い
に
あ
り

ま
す
の
で
、
子
ど
も
が
走

り
ま
わ
っ
た
り
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
姿

を
よ
く
通
り
す
が
り
の
友

達
に
発
見
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
に
ぎ
や
か
な
我

が
家
が
、
通
り
す
が
り
の

友
達
を
く
す
っ
と
笑
顔
に

し
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
う
よ

り
も
川
西
町
で
採
れ
た
お

い
し
い
も
の
を
も
っ
と
身

近
で
買
う
こ
と
が
で
き
た

ら
と
感
じ
ま
す
。

　

生
産
者
の
顔
が
見
え
、

安
心
し
て
新
鮮
な
食
べ
も

の
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
産
地
消
と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

地
元
の
旬
の
も
の
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産

者
の
方
々
の
声
が
聞
け
る

よ
う
な
施
設
や
イ
ベ
ン
ト

が
増
え
れ
ば
う
れ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

食
へ
の
関
心
が
高
い
今

だ
か
ら
こ
そ
、
川
西
町
の

お
い
し
い
も
の
が
大
勢
の

人
に
知
ら
れ
、
そ
れ
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
と
感
じ
ま
す
。

いつも楽しく、明るい我が家

川
西
町
に
住
ん
で
思
う

こ
と

編
集
の
後
で

楽
し
い
我
が
家

川
西
町
に
望
む
こ
と
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